
馬
場
記
念
病
院
が
、
２
０
０
９
年
６
月

７
日
の
読
売
新
聞
、「
病
院
の
実
力

（
脳
卒
中
）」
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
読
売
新
聞
が
日
本
脳
卒
中
学
会

の
研
修
教
育
病
院
、
日
本
脳
神
経
外
科

学
会
の
専
門
医
訓
練
施
設
、
日
本
脳
神

経
血
管
内
治
療
学
会
の
研
修
施
設
の
計

７
０
７
施
設
に
、
２
０
０
８
年
度
の
治

療
実
績
を
ア
ン
ケ
ー
ト
し
、
4
6
6
施

設
か
ら
回
答
を
得
た
実
績
を
医
療
機
関

別
に
表
し
た
も
の
で
す
。
当
院
で
は
、

大
阪
府
に
お
い
て
脳
卒
中
患
者
さ
ま
を

多
く
受
け
入
れ
、
良
好
な
治
療
実
績
を

残
し
て
い
ま
す
。

脳
神
経
外
科
で
は
、
く
も
膜
下
出
血
に

は
ク
リ
ッ
ピ
ン
グ
手
術
や
脳
血
管
内
治

療
を
、
脳
出
血
に
は
、
薬
物
治
療
や
血

塊
を
取
り
除
く
手
術
を
、
脳
梗
塞
に
は

t-

P
A
療
法
（
血
栓
溶
解
療
法
）
な

ど
の
治
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
か

で
も
t-

P
A
療
法
は
、
発
症
後
3
時

間
以
内
に
使
用
す
る
と
、
後
遺
症
な
く

社
会
復
帰
で
き
る
割
合
が
高
く
な
る
と

さ
れ
る
画
期
的
な
治
療
法
で
す
が
、
脳

出
血
な
ど
の
リ
ス
ク
が
伴
う
た
め
、
日

本
脳
卒
中
学
会
で
は
t-

P
A
療
法
に

お
け
る
厳
し
い
施
設
基
準
を
定
め
て
い

ま
す
。
当
院
で
は
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検

査
を
２
４
時
間
行
う
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
脳
神
経
外
科
専
門
医
に
よ
る
診

療
体
制
を
整
え
、「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」

に
お
け
る
集
中
し
た
医
療
・
看
護
の
提

供
、
理
学
療
法
士
に
よ
る
早
期
か
ら
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
。
t-

P
A
療
法
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
ら
ゆ
る
脳

疾
患
の
治
療
を
可
能
と
し
て
い
ま
す
。

当
院
は
こ
れ
か
ら
も
、「
脳
外
の
馬
場

記
念
」
と
し
て
地
域
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
努
力
を
重
ね
て

い
き
ま
す
。

今
年
の
４
月
１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
賃

貸
住
宅
「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー

ト
石
津
」。オ
ー
プ
ン
か
ら
3
カ
月
が
経

ち
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
ご
入
居
の

方
も
増
え
、
皆
さ
ま
か
ら
大
き
な
満
足

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。１
F
に
は
、

「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
」（
診

療
所
）
や
、「
ペ
ガ
サ
ス
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
石
津
」、「
ペ
ガ
サ
ス
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
石
津
」
が
併
設
さ
れ
、2
4
時
間

3
6
5
日
、日
々
の
生
活
を
し
っ
か
り

と
サ
ポ
ー
ト
。
介
護
の
必
要
な
方
も
身

の
回
り
が
自
立
し
た
方
も
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
茶
話

会
な
ど
の
催
し
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
リ
ゾ
ー
ト
石
津
」

で
は
、
集
会
室
や
談
話
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
定
期
的
に
催
し
も
の
を
開
催
す
る

な
ど
、
ご
入
居
者
同
士
の
交
流
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
茶
話
会
や
、
併
設

診
療
所
院
長
に
よ
る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、

季
節
の
花
を
育
て
る
園
芸
ク
ラ
ブ
の
開

催
、
ご
入
居
仲
間
と
の
囲
碁
・
将
棋
や

写
真
展
な
ど
、
ご
入
居
者
の
方
々
が
趣

味
を
楽
し
み
、
季
節
を
身
近
に
感
じ
、

交
流
を
深
め
る
こ
と
は
、
日
々
の
生
活

を
豊
か
な
も
の
に
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
ご
入
居
者
の
方
々
に
満
足
し
た
生

活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
も
の
を
企
画
し
、
さ
ら
な

る
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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平成21年8月1日現在社会医療法人ペガサス　外来診療のご案内

馬
場
記
念
病
院

馬
場
病
院

ペ
ガ
サ
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

ペ
ガ
サ
ス
ロ
イ
ヤ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

午前診
9：00～
受付
8：30～12：00

午後診
14：00～
受付
13：00～15：00

　　　　　は
予約が必要です。
必ず予約のうえ
ご来院ください。

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

午後診

午後診
15：00～18：00
受付14：30～18：00

午前診
9：00～12：00
受付8：30～12：00

夜診
18：00～19：00
受付17：30～19：00

内科
循環器科

外科
消化器科

脳神経
外科

（脳）神経
内科

整形外科

形成外科

内科

（脳）神経内科

整形外科

泌尿器科

1診

2診

1診 
＜内科外来にて＞

1診

2診

3診

1診

2診

１診 

２診  

外・消１診 

外・消２診 

外・消３診 

脳外科１診 

脳外科２診 

脳外科４診 

脳外科３診 

（脳）神経内科１診 

（脳）神経内科２診 

整形外科１診 

整形外科２診 

整形外科３診 

診療時間 診療科 月 火 水 木 金 土

藤本基秋

前田一史

平山道彦
（循環器）

坂本常守
（循環器）

周藤弥生
（糖尿病）

若山公作
（呼吸器）

寺岡　均 新田敦範

原　順一 中尾重富

宇野淳二 伊飼美明

河内屋友宏

藤本基秋
馬場武彦

高橋光雄 北口正孝

中谷芳美 千本裕子

本田良宣 山北真也

吉田　映

久保俊彰 上田朋子
＜１０：００～＞

担当医 本田良宣
＜整形外科＞

担当医 宇治義正

永田安徳

往診 往診 往診 往診 往診

中林孝之 峯田春之 中林孝之 中林孝之 中林孝之 中林孝之

永田安徳

宇治義正 担当医
　

宇治義正

永田安徳 担当医

担当医 矢野　基

楊　裕健 篠塚宗徹

松本成史
花井 禎（予約検査）
梅川 徹（診察のみ）

山本喜英 山本喜英

北口正孝

難波雅司
（循環器）

周藤弥生
　　（糖尿病）

児玉豊城
（呼吸器）

坂本常守
（循環器）

渋谷雅常 寺岡　均 新田敦範 山添定明
第1・3週

真下勝行 渋谷雅常

原　順一

平田直人 大平雅一
第2・4・5週

魏　秀復 宇野淳二 魏　秀復

伊野波 諭 伊飼美明

甲斐康稔

峯田春之 北口正孝 平賀定一

西本和弘 楠　進／原　秀憲
第1・3週/第2・4・5週

長谷川隆典

交替制

岡垣健太郎 吉田　映 山北真也 交替制
交替制

交替制上田朋子
＜１０：００～＞

千本裕子

久保俊彰＜外科＞
担当医＜外科＞

山本喜英
＜外科＞

久保俊彰 久保俊彰 久保俊彰

永田安徳 永田安徳 永田安徳

宇治義正 宇治義正 宇治義正
　 　

宇治義正 宇治義正 担当医

担当医 担当医 永田安徳

岡本隆司第１・３週
田中秀典第２・４・5週

永田安徳 第1・3・5週
矢野　基 第2・4週

北口正孝
＜（脳）神経内科＞

楊　裕健 篠塚宗徹

北口正孝

瓦林孝彦
（心臓）

堀川重樹

玉垣芳則
（在宅酸素）

岡垣健太郎
（関節の外来）

南部泰孝
（睡眠時無呼吸外来）

岡垣健太郎

三木慎也

山本喜英 山本喜英／矢野　基
交替制

交替制

　
伊野波 諭 長岡慎太郎

前田一史

田口晴之／島田健永
第1・3・5週／第2・4週
（ともに循環器）

甲斐康稔

三木慎也

 

田中秀典
（呼吸器）

北田拓也
（肝臓病）

山本　研 山本　研

40

「ペガサスロイヤルリゾート石津」
お問い合わせ、ご相談、入居お申し込み
フリーダイヤル0120-565-878（9時～18時）
気軽にお電話ください。



の
各
種
制
度
や
就
職
に
つ
い
て

の
説
明
会
と
続
き
、最
後
は
、先

輩
看
護
師
を
交
え
た
楽
し
い
テ

ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
を
行
い
ま
し
た
。

ま
だ
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
な

い
看
護
学
生
の
皆
さ
ま
、
次
回

に
は
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

「
形
成
外
科
」
と
聞
い
て
も
、
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
診

療
科
な
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

方
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
形
成
外
科
と
は
、
全
身
の
傷

や
傷
跡
の
治
療
を
行
い
、
元
の
形

に
回
復
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
診
療
科
。
家
に
例
え
る
な
ら
、

家
の
な
か
（
臓
器
）
を
担
当
す
る

の
が
外
科
、
そ
れ
に
対
し
い
わ
ば

玄
関
を
担
当
す
る
の
が
形
成
外
科

で
す
。

具
体
的
に
は
、
あ
ご
や
顔
の
外

傷
・
骨
折
・
変
形
、
全
身
の
皮
膚

の
腫
瘍
や
外
傷
、
熱
傷
（
や
け
ど
）、

褥
創
（
床
ず
れ
）、
全
身
の
傷
跡
な

ど
の
治
療
を
行
い
ま
す
。
目
に
見

え
る
部
位
を
対
象
と
す
る
た
め
、

傷
跡
を
最
小
限
に
す
る
美
し
い
治

療
を
心
が
け
て
い
ま
す
。
手
術
数

は
年
間
2
4
0
件
前
後
。
な
か
で

も
腫
瘍
切
除
や
顔
面
骨
折
手
術
に

多
く
の
実
績
を
有
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
身
近
な
も
の
と
し
て

は
、
ワ
キ
ガ
や
ホ
ク
ロ
や
爪
の
治

療
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

外
傷
に
よ
る
創
は
「
縫
合
」
し
て

治
療
す
る
こ
と
が
、
一
般
的
に
定

着
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
私
は
、

部
位
や
創
の
程
度
に
も
よ
り
ま
す

が
、
全
て
縫
合
す
る
と
い
う
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
と
言
う
と
驚
か
れ

る
方
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ

の
理
由
は
、
人
間
に
は
自
己
修
復

能
力
が
あ
り
、
縫
合
せ
ず
に
治
る

こ
と
も
多
い
か
ら
で
す
。

た
と
え
ば
、
形
成
外
科
で
よ
く
使

わ
れ
る
治
療
法
の
一
つ
に
「
テ
ー

プ
固
定
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

一
定
期
間
テ
ー
プ
を
貼
る
こ
と
に

よ
り
、
状
態
が
改
善
し
て
い
る
と

い
う
も
の
。
人
間
の
自
己
修
復
能

力
を
大
き
く
活
か
す
と
と
も
に
、

そ
の
ぶ
ん
身
体
へ
の
侵
襲
は
少
な

く
て
済
む
。
イ
コ
ー
ル
、
患
者
さ

ま
自
身
の
負
担
が
少
な
く
、
痛
く

な
い
治
療
法
と
い
え
ま
す
。

傷
跡
が
残
ら
な
い
よ
う
に
す
る
の

が
形
成
外
科
の
使
命
で
す
か
ら
、

手
術
を
行
う
場
合
は
、
患
者
さ
ま

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
治
療
に

全
力
を
注
ぎ
ま
す
。
し
か
し
残
念

な
が
ら
、
な
か
に
は
元
の
よ
う
に

は
な
ら
な
い
こ
と
が
、
予
測
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
高

齢
者
に
な
る
ほ
ど
顕
著
で
す
。

そ
う
し
た
場
合
に
は
、
患
者
さ
ま

の
年
齢
や
生
活
背
景
を
考
え
、
あ

え
て
外
科
的
な
処
置
を
せ
ず
、
患

者
さ
ま
や
ご
家
族
に
じ
っ
く
り
と
、

傷
と
の
向
き
合
い
方
を
お
話
す
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。「
病
は
気
か

ら
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に

「
傷
も
気
か
ら
」。
傷
と
の
向
き
合

い
方
を
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

傷
が
気
に
な
ら
な
く
な
っ
た
り
、

思
い
が
け
ず
傷
が
回
復
す
る
こ
と

も
あ
る
か
ら
で
す
。

最
近
で
は
、
傷
は
「
外
科
的
治
療

を
し
な
く
て
も
充
分
に
治
る
」
と

い
う
こ
と
が
、
少
し
ず
つ
わ
か
っ

て
き
て
か
ら
、
形
成
外
科
領
域
で

は
、
手
術
自
体
が
減
っ
て
き
て
い

ま
す
。
と
い
う
の
も
、“
傷
に
は
理

由
が
あ
る
”
か
ら
で
す
。

例
え
ば
、
糖
尿
病
な
ど
の
関
係
で

出
て
く
る
症
状
と
し
て
の
潰
瘍
等

は
、
ま
ず
内
科
的
に
治
さ
な
け
れ

ば
、
ま
た
新
た
な
傷
が
出
て
き
ま

す
。
寝
た
き
り
の
患
者
さ
ま
の
褥

創
な
ど
も
同
じ
。
形
成
外
科
で
傷

だ
け
を
治
そ
う
と
す
る
の
で
は
な

く
、
そ
の
原
因
を
知
っ
た
う
え
で

傷
と
向
き
合
わ
な
い
と
、
根
本
的

な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
う

い
う
場
合
は
、
担
当
科
の
先
生
と

話
し
合
い
を
し
な
が
ら
治
療
を
進

め
る
な
ど
、
形
成
外
科
で
は
他
科

と
連
携
し
て
治
療
を
行
う
ケ
ー
ス

も
数
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
健

康
管
理
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と

か
ら
、
Ｎ
Ｓ
Ｔ
（
栄
養
サ
ポ
ー
ト

チ
ー
ム
）
活
動
に
も
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

私
は
、
形
成
外
科
の
目
的
は
「
傷

を
治
す
こ
と
」
だ
け
で
は
な
く
、

「
患
者
さ
ま
が
一
番
望
ま
し
い
Q
O

L
を
維
持
す
る
た
め
に
、
傷
に
ど

う
向
き
合
う
の
か
」
と
い
う
、
お

手
伝
い
を
す
る
こ
と
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

顔面骨折手術 

手・足の外傷 

母斑、血管腫、良性腫瘍 

悪性腫瘍及びそれに関する再発 

瘢痕、瘢痕拘縮、ケロイド 

辱瘡、難治性潰瘍 

その他 

45 

4 

149 

6 

7 

2 

14

手術実績　(2008年1月～2008年12月)

件数 術名 

馬
場
記
念
病
院
　

形
成
外
科

部
長
　
山
本
喜
英

高齢になって、今までの住まいでは不安だけど、施設に入るのは…。

このまま独り暮らしを続けられるのだろうか…など、お悩みの方に、

ペガサスの新しい住まいについてご紹介します。

このたび、馬場記念病院放射線部ではX線テレビ装置

を更新しました。X線テレビ装置とは、画面にリアル

タイムで観察部位が映し出される装置で、胃のバリウ

ム検査などで用いられています。今回導入された装置

は、デジタル画像処理システムにより、透視像や撮影

像の画質が向上していますので、病変の早期発見に貢

献できるものと期待されています。また、床から

56cmの位置まで下りる寝台昇降機能を有しています

ので、患者さまの上り下りが今までよりも楽になりま

す。寝台は凹面で、患者さまの動きの負担軽減の一助

にもなる、やさしい構造。それだけでなく、近い将来

に予定されている、病院のデジタル化（電子カルテ、

モニター診断など）にも対応できる、すぐれた機種で

す。新しい装

置とともに、

放射線技師の

技術もともに

向上するよ

う、なお一層

の努力を重ね

ていきます。

昨
年
の
冬
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
看
護
学
生
対
象
　
ペ
ガ
サ
ス

医
療
体
験
デ
イ
　
就
職
活
動
バ

ー
ジ
ョ
ン
！
」。
好
評
を
い
た

だ
き
回
を
重
ね
る
な
か
、５
月

30
日
と
６
月
20
日
に
も
開
催
し

ま
し
た
。

こ
の
二
日
間
は
、
来
年
看
護
学

校
を
卒
業
す
る
皆
さ
ま
が
対

象
。
大
阪
府
は
も
ち
ろ
ん
、
北

は
埼
玉
、
南
は
熊
本
か
ら
も
お

越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
馬
場
記
念
病
院
の

急
性
期
病
棟
、
回
復
期
病
棟
の

体
験
見
学
、
放
射
線
部
や
検
査

部
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

の
見
学
、
そ
し
て
、
ペ
ガ
サ
ス

からのお知らせ

社会医療法人ペガサスでは、患者さま、ご利用者さま、地域の

方々のお役に立てるよう、各種イベントの開催や緑化運動などさ

まざまな活動を行っています。

活動内容は主に下記の四つに分かれており、私たちの活動にボラ

ンティアとして、一緒にご参加いただける方を募集しております。

興味のある方、お知り合いをご紹介いただける方がいらっしゃい

ましたら、ボランティア委員会までご連絡ください。

馬場記念病院3階屋上中庭、ペガサス療養

通所介護にてお花や植栽のお手伝い

…ペガサスデイケアセンター、ペガサス療養

通所介護、ペガサスデイサービスセンター　

にてご利用者さまとのお話し相手など

…馬場記念病院外来ロビーにて来院された

方を、ご案内するお手伝い

…季節の行事のお手伝い

護師をめざす皆さまに、ぜひとも馬場記念病院を知

っていただきたい。そんな思いから、本年も看護学

生さんを対象とした「病院見学会」を、夏休みに開催します。

当日は、看護部のトップでもある、馬場記念病院の副院長も

出席。ペガサスの看護を、看護師の生活を、しっかりとご覧

いただき、そして、ご説明をしたいと思っています。看護学

生の皆さま、ぜひお越しください。

※お申し込み・お問い合わせは、ペガサスホームページを

ご覧ください。


